
別 紙 

 

ア 昭和42年３月31日付け基発第442号「鉛中毒予防規則の施行について」新旧対照表 

 

新 旧 

記 

 

第１～第４ （略） 

第５ 第五章保護具等関係 

１ （略） 

 ２ 第45条関係（現行第58条関係） 

 (1) 第１項の「有効な呼吸用保護具」

とは、送気マスク等給気式呼吸用保

護具(簡易救命器及び酸素発生式自

己救命器を除く。)、防じんマスク

並びに面体形及びルーズフィット

形の電動ファン付き呼吸用保護具

をいい、これらは、鉛装置内におけ

る業務の態様及び発散する蒸気の

種類に応じて、それぞれ使用者が選

択するものであり、そのうち、防じ

んマスク及び電動ファン付き呼吸

用保護具については、国家検定に合

格したものであること。 

 

（以下 略） 

 

記 

 

第１～第４ （略） 

第５ 第五章保護具等関係 

１ （略） 

 ２ 第45条関係 

 (1) 第１項の「有効な呼吸用保護具」

とは、送気マスク等給気式呼吸用保

護具(簡易救命器及び酸素発生式自

己救命器を除く。)、防じんマスク

並びにJIS T8157に適合した面体形

及びフード形の電動ファン付き粉

じん用呼吸保護具をいい、これら

は、鉛装置内における業務の態様及

び発散する蒸気の種類に応じて、そ

れぞれ使用者が選択するものであ

り、そのうち、防じんマスクについ

ては、国家検定に合格したものであ

ること。 

 

（以下 略） 

 

 

 



 

イ 昭和46年５月24日付け基発第399号「特定化学物質等障害予防規則の施行について」

新旧対照表 

 

新 旧 

記 

 

Ⅰ～Ⅵ （略） 

Ⅶ 第６章関係 

１ （略） 

２ 第32条関係（現行第43条関係） 

（１） （略） 

（２）本条の「呼吸用保護具」とは、送気

マスク等給気式呼吸用保護具(簡易

救命器及び酸素発生式自己救命器

を除く。)、防毒マスク、防じんマ

スク並びに面体形及びルーズフィ

ット形の電動ファン付き呼吸用保

護具をいい、これらのうち、防じん

マスク及び防毒マスクであって、ハ

ロゲンガス用、有機ガス用、一酸化

炭素用、アンモニア用、亜硫酸ガス

用及び亜硫酸・いおう用のもの並び

に電動ファン付き呼吸用保護具に

ついては、国家検定に合格したもの

であること。 

 

（以下 略） 

 

記 

 

Ⅰ～Ⅵ （略） 

Ⅶ 第６章関係 

１ （略） 

２ 第32条関係 

（１） （略） 

（２）本条の「呼吸用保護具」とは、送気

マスク等給気式呼吸用保護具(簡易

救命器及び酸素発生式自己救命器

を除く。)、防毒マスク、防じんマ

スク並びにJIS T8157に適合した面

体形及びフード形の電動ファン付

き粉じん用呼吸保護具をいい、これ

らのうち、防じんマスク及び防毒マ

スクであって、ハロゲンガス用、有

機ガス用、一酸化炭素用、アンモニ

ア用、亜硫酸ガス用及び亜硫酸・い

おう用のものについては、国家検定

に合格したものであること。 

 

（以下 略） 

 

 



 

ウ 昭和54年7月26日付け基発第382号「労働安全衛生法施行令の一部を改正する政令及

び粉じん障害防止規則の施行について」新旧対照表 

 

新 旧 

記 

 

第１・第２ （略） 

第３ 規則の細部関係 

1. ～ 5． （略） 

6.  第７条関係 

(1)  本条第１項各号のいずれかに該

当する場合又は本条第２項各号のい

ずれかに該当する場合にあっては粉

じん作業が常態として行われないこ

とから、当該粉じん作業に従事する

労働者に有効な呼吸用保護具を着用

させた場合には第４条、第５条及び

第６条の規定は適用されないことと

されたこと。 

(2)  第１項及び第２項の「有効な呼吸

用保護具」とは、送気マスク（JlST

8153規格を具備するものに限る。以

下同じ。別添１参照)、空気呼吸器（

JlST8155規格を具備するものに限る

。以下同じ。別添２参照)又は国家検

定に合格した防じんマスク若しくは

電動ファン付き呼吸用保護具（別表

第２第６号に係る特定粉じん作業に

あっては、送気マスク又は空気呼吸

器に限る。)をいうこと。 

また、第１項において、別表第３

第１号の２又は第２号の２に掲げ

る作業に係る有効な呼吸用保護具

は電動ファン付き呼吸用保護具に

限るものとし、第２項において、別

表第３第３号の２に掲げる作業に

係る有効な呼吸用保護具について

も同様としたこと。 

 

（以下 略） 

記 

 

第１・第２ （略） 

第３ 規則の細部関係 

1．～ 5． （略） 

6.  第７条関係 

(1)  本条第１項各号のいずれかに該

当する場合又は本条第２項各号の

いずれかに該当する場合にあって

は粉じん作業が常態として行われ

ないことから、当該粉じん作業に従

事する労働者に有効な呼吸用保護

具を着用させた場合には第４条、第

５条及び第６条の規定は適用され

ないこととされたこと。 

(2)  第１項の「有効な呼吸用保護具

」とは、送気マスク（JlST8153規格

を具備するものに限る。以下同じ。

別添１参照)、空気呼吸器（JlST81

55規格を具備するものに限る。以下

同じ。別添２参照)又は国家検定に

合格した防じんマスク（別表第２第

６号に係る特定粉じん作業にあっ

ては、送気マスク又は空気呼吸器に

限る。)をいうこと。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 （以下 略） 



 

エ 平成17年３月18日付け基発第0318003号「石綿障害予防規則の施行について」新旧

対照表 

 

新 旧 

記 

 

第１・第２ （略） 

第３ 細部事項 

１～６ （略） 

７ 第７章 保護具 

(1)  第44条関係 

本条の「呼吸用保護具」とは、送

気マスク等給気式呼吸用保護具(簡

易救命器及び酸素発生式自己救命

器を除く。)、防じんマスク並びに

面体形及びフード形の電動ファン

付き呼吸用保護具をいい、これらの

うち、防じんマスク及び電動ファン

付き呼吸用保護具については、国家

検定に合格したものであること。 

 

（以下 略） 

 

記 

 

第１・第２ （略） 

第３ 細部事項 

１～６ （略） 

７ 第７章 保護具 

(1)  第44条関係 

本条の「呼吸用保護具」とは、送

気マスク等給気式呼吸用保護具(簡

易救命器及び酸素発生式自己救命

器を除く。)、防じんマスク並びにJ

IS T8157に適合した面体形及び

フード形の電動ファン付き粉じん

用呼吸用保護具をいい、これらのう

ち、防じんマスクについては、国家

検定に合格したものであること。 

 

（以下 略） 

 

 

 



 

オ 平成20年２月26日付け基発第0226006号「粉じん障害防止規則等の一部を改正する

省令の施行について」新旧対照表 

 

新 旧 

記 

 

Ⅰ 粉じん障害防止規則等の一部を改正

する省令関係 

第１ （略） 

第２ 細部事項 

１ 粉じん障害防止器則等の一部改正

関係 

（1）～（4） （略） 

(5)  第27条関係 

ア  電動ファン付き呼吸用保護具

については、型式検定に合格した

ものであって、「電動ファン付き

呼吸用保護具の規格」（平成26年

厚生労働省告示第455号）で定め

る電動ファンの性能区分が大風

量形のものを使用すること。 

イ  本条第２項に定める作業以外

の作業においても、電動ファン付

き呼吸用保護具を着用させる場

合も想定されるところであるが、

Ⅲに示すとおり、電動ファン付き

呼吸用保護具の使用が適当でな

い場合もあること。 

（6）～Ⅱ （略） 

 

Ⅲ  その他 

電気雷管の運搬、電気雷管を取り付け

た薬包(火薬類取締法施行規則(昭和２

５年通商産業省令第８８号)第５５条の

「薬包」をいう。)の装填及び電気雷管

の結線の作業(以下「雷管取扱作業」と

いう。)は、粉じん作業に該当せず、呼

吸用保護具の使用は義務付けられてい

ないものの、ガイドラインに基づき坑内

において有効な呼吸用保護具を使用さ

せる場合は、漏電等による爆発を防止す

るために、電動ファン付き呼吸用保護具

以外の労働安全衛生法第44条の2の型式

検定に合格した防じんマスクを使用さ

せること。 

ただし、型式検定に合格した面体形の

記 

 

Ⅰ 粉じん障害防止規則等の一部を改正

する省令関係 

第１ （略） 

第２ 細部事項 

１ 粉じん障害防止器則等の一部改正

関係 

（1）～（4） （略） 

(5)  第27条関係 

ア  電動ファン付き呼吸用保護具

については、日本工業規格 T8157

（電動ファン付き呼吸用保護具)

に適合したものを使用すること。 

 

 

 

イ  本条第２項に定める作業以外

の作業においても、電動ファン付

き呼吸用保護具を着用させる場

合も想定されるところであるが、

Ⅲに示すとおり、電動ファン付き

呼吸用保護具の使用が適当でな

い場合もあること。 

（6）～Ⅱ （略） 

 

Ⅲ  その他 

電気雷管の運搬、電気雷管を取り付け

た薬包(火薬類取締法施行規則(昭和２

５年通商産業省令第８８号)第５５条の

「薬包」をいう。)の装填及び電気雷管

の結線の作業(以下「雷管取扱作業」と

いう。)は、粉じん作業に該当せず、呼

吸用保護具の使用は義務付けられてい

ないものの、ガイドラインに基づき坑内

において有効な呼吸用保護具を使用さ

せる場合は、漏電等による爆発を防止す

るために、電動ファン付き呼吸用保護具

以外の労働安全衛生法第44条の2の型式

検定に合格した防じんマスクを使用さ

せること。 

ただし、電動ファンを停止しても型式



電動ファン付き呼吸用保護具は、電動

ファンを停止しても型式検定に合格し

た防じんマスクと同等以上の防じん機

能を有することから、雷管取扱作業を開

始する前に、漏電等による爆発のおそれ

のない安全な場所で、当該電動ファン付

き呼吸用保護具の電池を取り外し保管

したうえで、当該雷管取扱作業を行う場

合は、この限りでないこと。 

 

検定に合格した防じんマスクと同等以

上の防じん機能を有する電動ファン付

き呼吸用保護具を使用する場合で、雷管

取扱作業を開始する前に、漏電等による

爆発のおそれのない安全な場所で、当該

電動ファン付き呼吸用保護具の電池を

取り外し保管したうえで、当該雷管取扱

作業を行うときは、この限りでないこ

と。 

 

 

 



 

カ 平成21年２月18日付け基発第0218001号「石綿障害予防規則等の一部を改正する省

令等の施行等について」新旧対照表 

 

新 旧 

記 

 

第１・第２ （略） 

第３ 細部事項 

１ 石綿則関係 

（1）～（6） （略） 

(7)  第14条関係 

ア  「電動ファン付き呼吸用保護

具」とは、「電動ファン付き呼吸

用保護具の規格」（平成26年厚生

労働省告示第455号。以下「規格」

という。）に適合するもののうち、

規格で定める電動ファンの性能区

分が大風量形であり、漏れ率が0.

1%以下 (規格で定める漏れ率に係

る性能区分がS級)であり、かつ、

ろ過材の粒子捕集効率が99.97%以

上 (規格で定めるろ過材の性能区

分がPS3又はPL3)であるものをい

うこと。 

 

（以下 略） 

記 

 

第１・第２ （略） 

第３ 細部事項 

１ 石綿則関係 

（1）～（6） （略） 

(7)  第14条関係 

ア  「電動ファン付き呼吸用保護

具」とは、日本工業規格T8157に

定める規格に適合するもののう

ち、防護率が99.9%以上のもの(日

本工業規格T8157の4.1においてS

級のもの)であって、フィルタの

捕集効率が99.9%以上のもの(日

本工業規格T8157の4.2においてA

級のもの)をいうこと。 

 

 

 

 

 

（以下 略） 

 

 



 

キ 平成21年３月31日付け基発第0331013号「ナノマテリアルに対するばく露防止等の

ための予防的対応について」新旧対照表 

 

新 旧 

（別紙） 

ナノマテリアルの労働現場におけるばく

露防止等の対策について 

 

１・２ （略） 

３ ばく露防止等の対策について 

（１）～（３） （略） 

（４）作業管理 

ア～ウ （略） 

エ 保護具の使用 

（ア）呼吸用保護具 

① 密閉化等が困難な場合又は

局所排気装置等の設置が困難

な場合には、ナノマテリアル関

連作業に従事させる労働者に

有効な呼吸用保護具を使用さ

せること。ただし、密閉化等、

局所排気装置等の設置等のば

く露防止の対策を講じた場合

であっても、労働者のナノマテ

リアル等へのばく露のおそれ

がないことが確認できないと

きには、ナノマテリアル関連作

業に従事させる労働者に、有効

な呼吸用保護具を使用させる

こと。 

有効な呼吸用保護具とは、送

気マスク等給気式呼吸用保護

具、粒子捕集効率が99.9％以上

の防じんマスク又は粒子捕集

効率が99.97%以上の面体形又

はルーズフィット形の電動

ファン付き呼吸用保護具で

あって、電動ファンの性能区分

が大風量形のものであること。 

なお、防じんマスク及び電動

ファン付き呼吸用保護具につ

いては国家検定に合格したも

のを使用すること。 

 

（以下 略） 

（別紙） 

ナノマテリアルの労働現場におけるばく

露防止等の対策について 

 

１・２ （略） 

３ ばく露防止等の対策について 

（１）～（３） （略） 

（４）作業管理 

ア～ウ （略） 

エ 保護具の使用 

（ア）呼吸用保護具 

① 密閉化等が困難な場合又は局

所排気装置等の設置が困難な場

合には、ナノマテリアル関連作

業に従事させる労働者に有効な

呼吸用保護具を使用させるこ

と。ただし、密閉化等、局所排

気装置等の設置等のばく露防止

の対策を講じた場合であって

も、労働者のナノマテリアル等

へのばく露のおそれがないこと

が確認できないときには、ナノ

マテリアル関連作業に従事させ

る労働者に、有効な呼吸用保護

具を使用させること。 

有効な呼吸用保護具とは、送

気マスク等給気式呼吸用保護

具、粒子捕集効率が99.9％以上

の防じんマスク又はJIST8157に

適合した面体形、フェイスシー

ルド形又はフード形の粒子捕集

効率が99.9％以上の電動ファン

付き呼吸用保護具であること。 

なお、防じんマスクについて

は国家検定に合格したものを使

用すること。 

 

 

 

 

（以下 略） 



 

ク 平成24年12月３日付け基発1203第１号「「インジウム化合物等を製造し、又は取り

扱う作業場において労働者に使用させなければならない呼吸用保護具」の適用につい

て」新旧対照表 

 

新 旧 

記 

 

１ （略） 

２ 制定の内容 

（１） （略） 

（２）本告示第１号の表の下欄に掲げる呼

吸用保護具について、それらの呼吸

用保護具と同等以上の性能を有す

るものを含めて示すと、次のものが

あること。 

ア 「0.3μｇ／ｍ３以上３μｇ／ｍ

３未満」の区分に対応する呼吸用保

護具は、10以上の防護係数が確保で

きるものであり、具体的には、①粒

子捕集効率が99.9％以上の取替え

式防じんマスク、②粒子捕集効率が

99.97％以上の電動ファン付き呼吸

用保護具であって、「電動ファン付

き呼吸用保護具の規格」（平成26年

厚生労働省告示第455号。以下「規

格」という。）で定める電動ファン

の性能区分が大風量形のもの及び

③給気式呼吸用保護具、が該当する

こと。  

イ 「３μｇ／ｍ３以上7.5μｇ／ｍ

３未満」の区分に対応する呼吸用保

護具は、25以上の防護係数が確保で

きるものであり、具体的には、①粒

子捕集効率が99.9％以上の全面形

の面体を有する取替え式防じんマ

スク、②粒子捕集効率が99.97％以

上の電動ファン付き呼吸用保護具

であって、規格で定める電動ファン

の性能区分が大風量形のもの及び

③JIST8150で定める指定防護係数

が25以上の給気式呼吸用保護具、が

該当すること。 

ウ 「7.5μｇ／ｍ３以上15μｇ／ｍ

３未満」の区分に対応する呼吸用保

護具は、50以上の防護係数が確保で

きるものであり、具体的には、①粒

記 

 

１ （略） 

２ 制定の内容 

（１） （略） 

（２）本告示第１号の表の下欄に掲げる

呼吸用保護具について、それらの呼

吸用保護具と同等以上の性能を有

するものを含めて示すと、次のもの

があること。 

ア 「0.3μｇ／ｍ３以上３μｇ／ｍ

３未満」の区分に対応する呼吸用保

護具は、10以上の防護係数が確保で

きるものであり、具体的には、粒子

捕集効率が99.9％以上の取替え式

防じんマスク、粒子捕集効率が99.9

7％以上の電動ファン付き呼吸用保

護具及び給気式呼吸用保護具が該

当すること。 

 

  

 

 

 

イ 「３μｇ／ｍ３以上7.5μｇ／ｍ

３未満」の区分に対応する呼吸用保

護具は、25以上の防護係数が確保で

きるものであり、具体的には、粒子

捕集効率が99.9％以上の全面形の

面体を有する取替え式防じんマス

ク、粒子捕集効率が99.97％以上の

電動ファン付き呼吸用保護具及びJ

IST8150で定める指定防護係数が25

以上の給気式呼吸用保護具が該当

すること。 

 

 

ウ 「7.5μｇ／ｍ３以上15μｇ／ｍ

３未満」の区分に対応する呼吸用保

護具は、50以上の防護係数が確保で

きるものであり、具体的には、粒子



子捕集効率が99.9％以上の全面形

の面体を有する取替え式防じんマ

スク、②粒子捕集効率が99.97％以

上の電動ファン付き呼吸用保護具

（ルーズフィット形のものを除く。

）であって、規格で定める電動ファ

ンの性能区分が大風量形のもの及

び③JIST8150で定める指定防護係

数が50以上の給気式呼吸用保護具、

が該当すること。 

エ 「15μｇ／ｍ３以上30μｇ／ｍ３

未満」の区分に対応する呼吸用保護

具は、100以上の防護係数が確保で

きるものであり、具体的には、①粒

子捕集効率が99.97％以上の全面形

の面体を有する電動ファン付き呼

吸用保護具、粒子捕集効率が99.9

7％以上の半面形の面体を有する電

動ファン付き呼吸用保護具のうち、

規格で定める電動ファンの性能区

分が大風量形、かつ、漏れ率が１％

以下（規格で定める漏れ率に係る性

能区分がＳ級又はＡ級）であって、

（４）の方法により、労働者ごとに

防護係数が100以上であることが確

認されたもの及び②JIST8150で定

める指定防護係数が100 以上の給

気式呼吸用保護具、が該当するこ

と。 

オ 「30μｇ／ｍ３以上300μｇ／ｍ３

未満」の区分に対応する呼吸用保護

具は、1,000以上の防護係数が確保

できるものであり、具体的には、①

粒子捕集効率が99.97％以上の全面

形の面体を有する電動ファン付き

呼吸用保護具のうち、規格で定める

電動ファンの性能区分が大風量形、

かつ、漏れ率が0.1％以下（規格で

定める漏れ率に係る性能区分がＳ

級）であって、（４）の方法により

、労働者ごとに防護係数が1,000以

上であることが確認されたもの及

び②JIST8150で定める指定防護係

数が1,000以上の給気式呼吸用保護

具、が該当すること。 

カ （略） 

（３）、（４） （略） 

 

捕集効率が99.9％以上の全面形の

面体を有する取替え式防じんマス

ク、粒子捕集効率が99.97％以上の

電動ファン付き呼吸用保護具（フー

ド形及びフェイスシールド形のも

のを除く。）及びJIST8150で定める

指定防護係数が50以上の給気式呼

吸用保護具が該当すること。 

 

 

エ 「15μｇ／ｍ３以上30μｇ／ｍ３

未満」の区分に対応する呼吸用保護

具は、100以上の防護係数が確保で

きるものであり、具体的には、粒子

捕集効率が99.97％以上の全面形の

面体を有する電動ファン付き呼吸

用保護具、粒子捕集効率が99.97％

以上の半面形の面体を有する電動

ファン付き呼吸用保護具のうち、漏

れ率が１％以下（JIST8157で定める

漏れ率による等級がＳ級又はＡ級）

であって、（４）の方法により、労

働者ごとに防護係数が100以上であ

ることが確認されたもの及びJIST8

150で定める指定防護係数が100 以

上の給気式呼吸用保護具が該当す

ること。 

 

 

オ 「30μｇ／ｍ３以上300μｇ／ｍ３

未満」の区分に対応する呼吸用保護

具は、1,000以上の防護係数が確保

できるものであり、具体的には、粒

子捕集効率が99.97％以上の全面形

の面体を有する電動ファン付き呼

吸用保護具のうち、漏れ率が0.1％

以下（JIST8157で定める漏れ率によ

る等級がＳ級）であって、（４）の

方法により、労働者ごとに防護係数

が1,000以上であることが確認され

たもの及びJIST8150で定める指定

防護係数が1,000以上の給気式呼吸

用保護具が該当すること。 

 

 

カ （略） 

（３）、（４） （略） 

 



３ その他の留意事項 

（１）防じんマスク及び電動ファン付き呼

吸用保護具については、労働安全衛生

法第44条の２の型式検定に合格した

ものを使用する必要があること。 

 

（以下 略） 

３ その他の留意事項 

（１）防じんマスクについては、労働安全

衛生法第44条の２の型式検定に合格

したものを使用する必要があること。 

 

 

（以下 略） 

 

 



 

ケ 平成26年１月10日付け基発0110第１号「「廃棄物焼却施設関連作業におけるダイオ

キシン類ばく露防止対策要綱」の改正について」新旧対照表 

新 旧 

別紙３ 

保護具の区分 

１ レベル１ 

呼吸用保護具 防じんマスク又は電

動ファン付き呼吸用保護具 

作業着等 粉じんの付着しにくい作

業着、保護手袋等 

安全靴 

保護帽（ヘルメット） 

保護衣、保護靴、安全帯、耐熱服、溶接

用保護メガネ等は作業内容に応じて適宜

使用すること。 

呼吸用保護具は、解体作業及び残留灰を

除去する作業においては、電動ファン付き

呼吸用保護具の使用が望ましいこと。 

なお、防じんマスクは、①型式検定合格

品であり、②取替え式であり、かつ③粒子

捕集効率が99.9％以上（区分RL3又はRS3）

のものを使用すること。また、電動ファン

付き呼吸用保護具は、①型式検定合格品で

あり、②大風量形であり、かつ③粒子捕集

効率が99.97％以上（区分PS3又はPL3）の

ものを使用すること。 

 

（以下 略） 

別紙３ 

保護具の区分 

１ レベル１ 

呼吸用保護具 防じんマスク又は電

動ファン付き呼吸用保護具 

作業着等 粉じんの付着しにくい作

業着、保護手袋等 

安全靴 

保護帽（ヘルメット） 

保護衣、保護靴、安全帯、耐熱服、溶接

用保護メガネ等は作業内容に応じて適宜

使用すること。 

呼吸用保護具は、解体作業及び残留灰を

除去する作業においては、電動ファン付き

呼吸用保護具の使用が望ましいこと。 

なお、防じんマスクは、①型式検定合格

品であり、②取替え式であり、かつ③粒子

捕集効率が99.9％以上（区分RL3又はRS3）

のものを使用すること。また、電動ファン

付き呼吸用保護具は、①JIS T 8157に適合

するものであり、②標準型であり、かつ③

粒子捕集効率が99.97％以上のものを使用

すること。 

 

（以下 略） 

 

 

 

 


